




















2015 年から 2017 年にかけて、科学研究費助成事
業基盤研究 (A)( 海外学術調査 )「モンゴル東部新発
見の突厥碑文調査と遺跡保護に関する考古学・歴史























　ドンゴイン・シレー遺跡 ( 図 1) は、モンゴル国
東部に位置するスフバートル県テブシンシレー郡に
所在する (1。モンゴル国の首都ウランバートルから
東南東、直線距離にしておよそ 400㎞、車で 1 日
程度の距離にある。遺跡は最も近い集落からおよそ
40㎞程度の距離にあり人里離れている。遺跡の詳
細な位置は、ハンドヘルド型 GNSS 端末 ( 地球上の
現在位置を半径 5m ～ 15m 程度の精度で計測する
簡易機器 ) で記録している。しかし、再盗掘の防止
などといった文化財保護のため、遺跡の位置の詳細
を記すことを避け、緯度 46 度 34 分、経度 111 度
49 分とまで記す。
　図 2 は、USGS(2 から取得した LANDSAT8(3 のデー






















た [Erdene-Ochir N. et al.2017]。また大澤による碑文





















　SfM-MVS (SfM/MVS) は、Structure from Motion 










出された [ 織田 2016]。一見すると新しい技術のよ











































・UAV(DJI 社製  Inspire1 Pro)
・トータルステーション (Leica TCR805s)
・ハンドヘルド型 GNSS 端末 (Garmin GPSMAP 64s)
・SfM-MVS 実 行 プ ロ グ ラ ム (Agisoft 社 Metashape 
Professional)
・Panopole( 約 1 ～ 6 ｍまで伸縮調節可能なカーボ
ン製一脚 )
・デジタルカメラ (Sony 社製 α7R、24mm 単焦点
レンズ使用 )
・デジタルカメラ (Olympus 社製 OM-D E-M1 Mark 






記録の中で最初に行った。実施日は 2015 年 9 月





なるよう南北 100 ｍの距離に 2 点を設置した。こ
の方法は、原点 (O) の絶対位置の座標精度が半径 5
～ 15m 程度になり、正確な方位は担保できないが、
トータルステーションで距離を測ることにより基準














を 配 置 し ト ー タ ル ス テ ー シ ョ ン を 用 い て UTM 
(Universal Transverse Mercator) 座標で計測した。
　そして、調査区上空に UAV を飛行させ、2015
年の調査時は、上空約 20 ｍから 254 枚の写真を
撮影した ( 写真 2)。撮影時間は約 8 分を要した。
2016 年の調査時は、より広範囲を対象として記






ステーションを用いて解析した。図 3 は、2016 年







　図 4 は 2015 年 9 月時点の三次元モデルをオル
ソ画像化 ( 正射投影画像化 ) して、QGIS(GIS プログ







し、タブレット PC を用いてリモート撮影した ( 写














































































































































いう方法も有効である ( 図 12)。この図は 2015 年












































1) 図 1 は、"Global Map of Mongolia ©ISCGM/ State 
Administration of Geodesy and Cartography Mongolia" の
データを元に QGIS を利用して作成した。
2)USGS は United States Geological Survey ( アメリカ地質
調査所 ) の略称である。






名 Photoscan)、Bentley 社 ContextCapture、Capturing 
Reality 社 RealityCapture な ど が あ る。 ま た オ ー プ
ン ソ ー ス プ ロ グ ラ ム で は、VisualSFM、COLMAP、
Meshroom などがある。
5)CloudCompare　https://www.danielgm.net/cc/ ( 参照 2020
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